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汚染水処理で発生する二次廃棄物の固化体の埋設処分後の長期変質に伴う性能変化を評価するため、固化

体の長期変質を評価する手法の開発に取り組んでいる。本報では、固化体中の水の移動による鉱物相変化へ

の影響を評価するために白華試験を実施した。固化体中の通過水分量と結晶相の強度比の関係から積算通過

水分量に対する鉱物相の生成度合いを比較し、鉱物相の変質を評価した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する汚染水処理二次廃棄物に適用可能な処理技術を抽出するた

め、固化処理技術の適用性評価に必要なデータの取得を進めている。 
これまでに鉱物相の変質に係る因子を調査し、固化体中の水の移動が主要因子の一つとして抽出された。

そのため、固化体中の水の移動による鉱物相の変質に及ぼす影響を定量的に評価するために白華試験に取り

組んでいるが、前報[1]では、通過水分量が少なく鉱物相に変化が見られないものもあった。本報では、固化

体の下部 15mm を純水に浸漬し、浸漬期間をより長期化して積算通過水分量を増加させ、各固化体における

積算通過水分量に対する鉱物相の生成度合いを比較した。 
2. 材料と試験方法 

普通ポルトランドセメント固化体(OPC)、メタカオリン 100%の AAM(M)及びメタカオリンの 40%を高炉ス

ラグに置換した AAM(MB40)の 3 種類を試験に用いた。20°C で 28 日間封緘養生した固化体を 40 mm 角に切

断成形し、側面部を樹脂で塗装した。純水を入れた白華試験装置に固化体の下部 15mm を浸漬し、20°C の大

気中で保管した。固相を通過した水分は表面から大気中に抜けて水の重量が減少するため、2～3 日間隔で装

置全体の重量を計測し、減少分を通過水分量とした。期間は 8, 12, 16, 20, 24 週とし、試験期間毎に通水後の

固化体を取り出し、表層①(上面端から 0~5mm)、表層②(上面端から 5~10 mm)及び底層(下面端から 0~5mm)
について切り出し粉砕し、X 線回折装置を用いて結晶相を分析した。 
3. 試験結果、考察及び結論 

OPC では試験前と 24 週経過後の固化体の外

観にほとんど違いが見られなかったのに対し、

AAM(M)、AAM(MB40)では固化体表面に白色

の析出物が観察された。また、表層①,②及び底

層の結晶相を調査した結果、OPC では鉱物相

の変化が観察されなかったのに対し、

AAM(M)、AAM(MB40)では表層①,②において

Faujasite の生成が確認された。AAM(M)と
AAM(MB40)において、変質の可能性が低いメタカ

オリン由来の Anatase を内部標準として Faujasite と
Anatase の回折強度比を算出した。通過水分量に対

する Faujasite/Amatase 回折強度比の関係を図 1 に示す。通過水分量の増加に伴う Faujasite の生成量の関係性

が示されるとともに、線形近似曲線の傾きの比較から、AAM(M)と AAM(MB40)では通過水分量に対する

Faujasite の生成度合いが異なることが明らかになった。 
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図 1 通過水分量と Faujasite の生成量の関係 
(左：AAM(M), 右：AAM(MB40)) 
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